
震災当時の状況をスライドで伝える福島の近藤知弘さん

交流会で“強い絆”を見せた西日本ブロックのみなさん

1300人が集まり医療の合理化反対・安心安全の食糧を求めて銀座パレードを行いました。

TPPはいらない！8.27緊急集会TPPはいらない！8.27緊急集会TPPはいらない！8.27緊急集会
いのち輝く地域・職場、自治と協同の絆をいのち輝く地域・職場、自治と協同の絆を

①「住民立の診療所に
　　　　協同組合医療の原点をみる」
 群馬県・大戸診療所事務長　今野　義雄氏
②「協同組合としての厚生連の課題と展望」
 日本福祉大学教授　鍋谷　州春氏

11月18日（金）～20日（日）
秋田県仙北市
「たざわこ芸術村・わらび座」

全日程参加費
34,000円

○第１分科会
　「住民と一緒に運動する」
○第２分科会
　「地域に出るしごと」
○第３分科会
　「働く者どうしのわかりあい」
○第４分科会
　「病院を地域にひらく」
○第５分科会
　「いのちを育む食と環境」ご参加お申し込みは各県労働組合まで

特別講演

分科会

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
渡
辺

一
信
委
員
長
は
、「
1
9
9
1

年
に
岐
阜
で
開
催
し
た
39
回
定

期
大
会
当
時
2
万
5
千
人
の
組

織
か
ら
今
回
3
万
人
を
超
え
る

組
織
に
な
っ
て
大
会
を
迎
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
各
県
の
取

り
組
み
、
経
験
を
積
極
的
に
発

言
し
、
全
体
で
学
び
合
っ
て
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い

く
事
が
必
要
で
す
。
社
会
保
障

の
問
題
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
外
交
・
安

全
保
障
な
ど
課
題
は
山
積
み
で

あ
り
、
こ
の
大
会
を
機
に
国
民

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
為
に
引
き

続
き
奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
日
本
医
労

連
・
山
田
真
巳

子
委
員
長
、
岐

阜
県
医
労
連
・

藤
井
洋
志
書
記

長
に
来
賓
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
の
日

本
医
労
連
の
運

動
に
触
れ
「
厚

生
労
働
省
の
5

局
長
通
知
や
日

本
看
護
協
会
の

方
針
な
ど
労
働

条
件
の
改
善
が

急
務
で
あ
る
事
が
共
通
認
識
に

な
っ
た
。
労
働
組
合
と
し
て
運

動
を
け
ん
引
し
て
き
た
成
果
の

一
つ
で
す
。
安
全
安
心
と
ゆ
と

り
を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、
引

き
続
き
運
動
を
起
こ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
藤
井
さ
ん
は
、「
岐
阜
県
の

看
護
師
・
介
護
士
の
２
交
替
の

現
状
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
に
投

書
し
取
り
上
げ
ら
れ
、
運
動
を

す
る
事
に
よ
っ
て
社
会
に
警
鐘

を
鳴
ら
す
事
が
で
き
た
。
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
で
運
動
の
広

が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
事
が
重

要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
福
島
・
茨
城
の
震
災

特
別
報
告
が
あ
り
、
自
ら
被
災

し
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
医
療

労
働
者
と
し
て
地
域
住
民
・
患

者
の
た
め
に
全
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
だ
事
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
10
年
度
の
総
括
と

11
年
度
の
方
針
、
予
算
案
な
ど

を
提
案
、
討
論
を
行
い
、
全
て

の
議
題
を
満
場
一
致
で
採
択
、

今
年
度
新
役
員
や
大
会
宣
言
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
等
を
承
認
し
、
閉

幕
し
ま
し
た
。

　
９
月
９
〜
10
日
、
岐
阜
都
ホ
テ
ル
に
て
、「
全
厚
労
第
59
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
・

役
員
や
傍
聴
等
２
０
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
地
域
医
療
の
再
建
と
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
変
え
る
取
り
組
み
な
ど
、
多
く
の
経
験
と
教
訓
が
交
流
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

誰もが安心して暮らせる社会を！誰もが安心して暮らせる社会を！誰もが安心して暮らせる社会を！
「つながり」を大切に、旺盛に活動しよう！！「つながり」を大切に、旺盛に活動しよう！！

全
厚
労
第
59
回
定
期
大
会 　
岐
阜

inin

【1～2面】全厚労第59回定期大会
【1面】TPP緊急反対集会
【3面】お仕事探検隊④―薬剤師
【4面】給付が増えた！？共済掛替え
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調
剤
室
の
現
場
で
は
、

次
々
と
発
行
さ
れ
る
処

方
箋
に
応
じ
て
、
分
包

器
な
ど
へ
の
デ
ー
タ
入

力
や
様
々
な
薬
剤
の

セ
ッ
ト
、
チ
ェ
ッ
ク
と
、

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
せ
わ
し
く
動

き
回
り
な
が
ら
も
、
連
携
し
て
て

き
ぱ
き
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま

す
。

薬
剤
師
確
保
に
苦
労

　
い
ま
薬
学
部
が
６
年
制
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
２
年
間
新
卒
採
用
が
な
く
、
道
全
体
で

人
員
確
保
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
連
は
転
勤
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
嫌

う
人
も
多
い
の
で
す
が
、
逆
に
希
望
し
て
他

県
か
ら
来
る
人
も
い
ま
す
。
う
ち
の
病
院
で

は
、
遠
軽
出
身
の
ス
タ
ッ
フ
は
１
名
だ
け
で
、

後
は
道
内
各
地
や
名
古
屋
・
神
戸
の
人
も
い

ま
す
。

　
以
前
は
調
剤
薬
局
へ
の
就
職
が
好
ま
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
北
海
道
厚
生
連
も
賃
金

体
系
を
改
め
、
若
い
薬
剤
師
に
魅
力
あ
る
賃

金
と
労
働
環
境
を
提
供
す
べ
く
労
使
と
も
ど

も
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

質
と
安
全
の
向
上
め
ざ
し

　
北
海
道
厚
生
連
と
し
て
も
、
職
能
別
研
修
、

職
種
別
研
修
は
充
実
し
て
い
て
、
年
数
回
、

札
幌
ま
で
出
か
け
て
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
技
能

向
上
を
目
指
し
て
ま
す
。

　
薬
剤
師
会
の
研
修
・
学
会
に
も
積
極
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
し
、
遠
紋
地
区
病
院
薬
剤

師
会
と
し
て
も
年
３
回
の
研
修
会
や
講
演
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
専
門
薬
剤
師
や
栄
養
サ
ポ
ー
ト
専
門

療
法
士
の
資
格
を
持
っ
た
薬
剤
師
も
お
り
、

積
極
的
に
資
格
取
得
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
や
維
持
の
た
め
の
研
修
費
用
は

病
院
が
負
担
す
る
よ
う
に
し
、
仕
事
の
質
の

向
上
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
以
前
は
病
棟
看
護
師
も
一
部
行
っ
て

い
た
抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
は
、
２
年
前

か
ら
全
て
薬
剤
部
が
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
抗
が
ん
剤
の
曝
露
と
い
う
安
全
の
問

題
と
な
れ
な
い
看
護
師
が
や
る
こ
と
で
の
調

剤
ミ
ス
を
な
く
す
こ
と
で
、
薬
剤
の
廃
棄
ロ

ス
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
抗
が
ん
剤
は
高
い

物
で
、
１
回
の
処
方
で
30
万
円
も
し
ま
す
か

ら
、
こ
の
点
に
よ
る
経
営
改
善
に
も
多
い
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

遠
軽
厚
生
病
院
の
魅
力
は

　
遠
軽
は
自
然
が
豊
富
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
派

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
環
境
で
す
。

　
ま
た
病
院
に
は
い
く
つ
も
の
ク
ラ
ブ
も

あ
っ
て
、
組
合
員
は
好
き
な
ク
ラ
ブ
に
入
部

し
、
職
員
間
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。。

　
薬
剤
部
の
人
数
も
そ
う
多
く
な
い
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
間
の
関
係
も
よ
く
、
飲
み
会
や
打

ち
上
げ
な
ど
を
企
画
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
８
月
に
は
都
合
２
度
の
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
を
や
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
一
丸
で
へ
き
地
医
療
の
充

実
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
薬
剤
師
の
お
仕
事
」
を
探
り
に

遠
く
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
・
遠
軽
厚
生
病
院

に
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
全
厚
労
・

元
中
央
副
執
行
委
員
長
の
柴
波
明
男
さ
ん
が
、

薬
局
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

行
き
帰
り
に
ほ
ぼ
１
日
か
か
る
大
仕
事
で
し

た
。

遠
軽
厚
生
病
院
の
特
長

　
遠
軽
厚
生
病
院
は
、
遠
紋
（
遠
軽
・
紋
別
）

地
区
の
基
幹
病
院
で
、
遠
軽
町
の
人
口
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
で
す
が
、
医
療
圏
は
広
く

対
象
の
住
民
も
10
万
人
、
受
診
に
も
車
で
１

時
間
以
上
か
か
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
責
任
を
持
っ
て
へ
き
地
地
域

医
療
を
支
え
る
た
め
に
、
薬
局
は
院
内
処
方

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
海
道
内
の
厚

生
連
病
院
す
べ
て
が
そ
う
し
て
い
て
、
例
外

は
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
だ
け
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
薬
剤
師
が
14
名
、
助
手
が
６

名
、
薬
剤
師
は
現
在
１
名
欠
員
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
調
剤

　
調
剤
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
、
エ
ラ
ー
の

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
方
箋

は
す
べ
て
バ
ー
コ
ー
ド
処
理
さ
れ
て
、
薬
剤

名
も
複
数
の
規
格
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

用
量
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
標
準
量
よ
り

少
な
い
薬
剤
は
「
青
色
」、
多
い
量
の
も
の

は
「
赤
色
」
で
記
載
さ
れ
て
い
て
、
チ
ェ
ッ

ク
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
（
８
月
末
）
の
外
来
患
者
は
、

１
日
９
０
０
名
程
で
農
繁
期
で
あ
る
夏
〜

秋
に
か
け
て
は
少
な
く
、
冬
に
入
る
と
１

２
０
０
名
程
に
ま
で
増
え
ま
す
。

薬
剤
師
の
お
仕
事

薬
剤
師
の
お
仕
事

JA遠軽厚生病院

お
し
ご
と
探
検
隊

お
し
ご
と
探
検
隊

お
し
ご
と
探
検
隊
4

北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

薬剤師薬剤師薬剤師 普
段
交
流
の
な
い
病
棟
、
あ
の
職
場
に
も
組
合
の
仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
想
い
や
願
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

全
厚
労
教
宣
部
員
が
隔
月
で
職
場
訪
問
を
し
て
い
き
ま
す
。

　昭和17年に北紋医療利用組合連合会遠軽久
美愛病院として開設されたのが始まり。現在の
建物は、1992年に建てられた。一般病床285床、
療養50床などの遠紋地区のセンター病院で、
広く道東・道北地区の医療も担っています。

調剤部でテキパキと働くスタッフたち

　「調剤、医薬品の供給その他薬事衛生を
つかさどることによって、公衆衛生の向上
及び増進に寄与し、もって国民の健康な生
活を確保する」高度専門職業人です（薬剤
師法第一条）。現在日本でこの資格を得る
には６年制の薬学部を卒業後、薬剤師国家
試験に合格しなければなりません。
　医師、歯科医師、獣医師が作成した処方
箋をもとに調剤をすることができます。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 妊娠中に医師から通勤緩和の指示を受けたので
すが自家用車での通勤でも対象になりますか？

○
AAA

　
健
康
な
人
で

も
ス
ト
レ
ス
の

大
き
い
渋
滞
し

た
道
路
で
の
運
転
や
、
満
員
の
電
車

や
バ
ス
で
の
通
勤
は
、
つ
わ
り
の
悪

化
や
流
産
・
早
産
等
に
つ
な
が
る
大

き
な
リ
ス
ク
に
な
る
も
の
で
す
。

　
使
用
者
は
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者

か
ら
医
師
等
か
ら
の
指
導
を
受
け
た

と
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
勤
務
時

間
の
変
更
、
勤
務
の
軽
減
等
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
１３
条
）。

　
必
要
な
措
置
と
し
て
通
勤
の
緩
和
、

休
憩
に
関
す
る
措
置
、
出
産
後
の
症

状
に
関
す
る
措
置
の
三
つ
の
事
項
に

つ
い
て
指
針
（
労
働
省
告
示
1
0
5

号
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
通
勤
の

緩
和
に
つ
い
て
は
交
通
機
関
（
電
車
、

バ
ス
等
の
公
共
機
関
の
他
、
自
家
用

車
も
含
ま
れ
る
）
の
混
雑
に
よ
る
母

体
及
び
胎
児
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
「
通
勤
緩
和
が
必
要
で

あ
る
」
と
指
導
が
な
い
場
合
で
も
女

性
労
働
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
使
用
者
は
担
当
す
る
医
師
と
連

絡
を
と
り
、
そ
の
判
断
を
求
め
る
等

適
切
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

病棟で服薬指導を行う田畑裕和さん

2
0
1
1
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

2
0
1
1
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

姉
崎
　
雅
和
（
再
・
静
　
岡
）

渡
邉
　
守
　
（
再
・
愛
　
知
）

西
田
　
知
弘
（
新
・
岐
　
阜
）

畑
中
　
剛
喜
（
新
・
三
　
重
）

富
永
み
ち
子
（
再
・
吉
　
田
）

長
岡
久
美
子
（
新
・
山
　
口
）

元
木
　
正
広
（
再
・
香
　
川
）

白
濱
　
勉
　
（
再
・
徳
　
島
）

田
中
美
菜
子
（
新
・
高
　
知
）

中
野
　
綾
　
（
再
・
大
　
分
）

●
会
計
監
査

中
川
　
健
　
（
再
・
富
　
山
）

吉
田
　
英
紀
（
新
・
三
　
重
）

西
原
　
寛
之
（
再
・
山
　
口
）

●
書
記
次
長

廣
瀬
　
大
輔
（
新
　
潟
）

●
中
央
執
行
委
員

櫻
井
　
雅
博
（
茨
　
城
）

岡
村
　
秀
人
（
岐
　
阜
）

松
井
　
哲
也
（
三
　
重
）

荒
田
　
克
昭
（
山
　
口
）

町
田
　
歩
　
（
高
　
知
）

●
会
計
監
査

伊
藤
　
道
廣
（
岐
　
阜
）

●
中
央
執
行
委
員
長

渡
辺
　
一
信
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

島
崎
　
洋
　
（
再
・
北
海
道
）

寒
川
井
光
雄
（
再
・
秋
　
田
）

佐
藤
　
順
子
（
再
・
新
　
潟
）

折
笠
由
美
子
（
再
・
福
　
島
）

岡
部
　
義
秀
（
再
・
神
奈
川
）

伊
藤
　
岩
吉
（
再
・
三
　
重
）

竹
田
　
明
夫
（
再
・
山
　
口
）

●
書
記
長

松
尾
　
晃
　
（
再
・
本
　
部
）

●
書
記
次
長

和
田
　
祐
輔
（
新
・
新
　
潟
）

小
林
　
吟
子
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

枝
松
　
広
祐
（
新
・
北
海
道
）

佐
々
木
　
剛
（
再
・
秋
　
田
）

長
谷
部
　
猛
（
再
・
福
　
島
）

南
部
　
重
一
（
再
・
富
　
山
）

中
村
　
敦
　
（
新
・
茨
　
城
）

竹
澤
　
昭
　
（
再
・
栃
　
木
）

小
野
寺
　
誠
（
再
・
埼
　
玉
）

大
塚
　
温
　
（
再
・
神
奈
川
）

新
年
度
の
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

●全国組合

全医労 全日赤 健保労組
全労災 国共病組 公共労

●都道府県医労連

北海道 秋田県 福島県
山形県 新潟県 富山県
長野県 茨城県 栃木県
埼玉県 神奈川県 東京
静岡県 愛知県 岐阜県
三重県 大阪 島根県
広島県 山口県 香川県
徳島県 高知県 大分県

●その他の労組・友誼団体

全労連 国公労連 建交労
特殊法人労連 全教 民放労連
航空労組連絡会 キャビンクルーユニオン
全農協労連 農民連
日本原水協 日本平和委員会
全国革新懇 国民医療研究所
労働者教育協会 日本国民救援会
日本中国友好協会                    （順不同）

タ
テ
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
と

５
局
長
通
知
等
を
活
用
し
て

タ
テ
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
と

５
局
長
通
知
等
を
活
用
し
て

働
く
ル
ー
ル
守
り

　
　
　
労
働
条
件
向
上
へ

働
く
ル
ー
ル
守
り

　
　
　
労
働
条
件
向
上
へ

　
討
論
の
ま
と
め
を
行
っ
た
松

尾
書
記
長
は
、「
全
体
の
発
言

を
通
し
て
、『
つ
な
が
り
』
の

重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

地
域
住
民
、
行

政
や
労
組
の
垣

根
を
越
え
た
つ

な
が
り
や
職
場

の
働
く
も
の
同

士
の
ヨ
コ
の
つ

な
が
り
、
ま
た

全
厚
労
や
産
別

な
ど
タ
テ
の
つ

な
が
り
が
大
切

に
な
っ
て
い

る
。
５
局
長
通

知
な
ど
私
達
が

得
た
『
武
器
』

を
活
用
し
て
、

職
場
の
労
働
条
件
改
善
、
地
域

医
療
の
充
実
め
ざ
し
て
旺
盛
に

活
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
初
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
主

体
の
報
告
・
討
論
を
取
り
入
れ
、
５
つ
の
専
門
部
と
長
野

県
か
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
討
論
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
方
式
で
の
専
門
部

報
告
は
、
参
加
者
に
も
そ
の
取

り
組
み
が
良
く
分
か
る
も
の
で

し
た
。

　
女
性
委
員
会
は
、「
憲
法
と

平
和
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た

東
京
・
浅
草
で
の
女
性
集
会
の

様
子
を
映
像
で
報
告
、「
戦
争

は
二
度
と
体
験
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
決
意
し
、
職
場
に
伝
え

る
約
束
を
全
女
性
委
員
が
果
た

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
平
和
委
員
会
は
、
８
月
に
長

崎
で
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
参
加
し
て
撮
影
し
た
、

被
曝
し
頭
が
も
げ
た
石
像
や
原

爆
資
料
館
で
の
被
曝
の
実
相
を

伝
え
る
様
々
な
写
真
な
ど
を
、

次
々
と
映
し
出
し
な
が
ら
、
女

性
委
員
会
と
同
様
に
核
廃
絶
と

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
看
護
委
員
会
や
医
療
研
委
員

会
は
、
こ
の
秋
の
幹
部
・
看
護

師
集
会
（
香
川
・
琴
平
温
泉
）

や
医
療
研
集
会
（
秋
田
・
わ
ら

び
座
）
で
の
魅
力
を
伝
え
て
、

多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
青
年
委
員
会
は
、
２
回
の
労

働
学
校
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
「
模
擬
団
交
」
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
、
来
年
の
長
野
で
開

催
す
る
Ｋ‚
ｓ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
成

功
へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
を
守
る
課
題
で
は
、

秋
田
か
ら
は
、
湖
東
総
合
病
院

の
状
況
を
発
言
。
昨
年
か
ら
全

病
棟
休
止
の
状
態
が
続
い
て
い

た
が
、
医
師
確
保
の
目
処
が
立

っ
た
と
し
て
、
来
年
度
改
築
へ

の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
は
、
佐
久
地
域
で
の

「
地
域
医
療
懇
話
会
」
の
取
り

組
み
を
報
告
。
労
組
の
垣
根
を

越
え
、他
病
院
の
労
組
、管
理
者
、

行
政
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
シ

ン
ポ
等
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
が
地
域
に
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
共
通

認
識
に
し
た
と
発
言
。

　
福
島
は
、
震
災
後
の
自
粛
ム

ー
ド
を
は
ね
の
け
、
元

気
が
出
る
活
動
を
、
と

集
会
等
も
行
う
と
と
も

に
、
地
域
・
患
者
向
け

の
機
関
紙
を
発
行
し
た

り
、
住
民
の
声
を
聞
き

取
り
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
も
行
っ
た
り
と
旺

盛
に
活
動
し
て
い
る
と

元
気
に
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
栃
木
・
下
都
賀
総

合
病
院
と
民
間
・
医
師
会
病
院

と
の
統
廃
合
と
「
住
民
の
会
」

の
運
動
、
新
潟
で
の
水
原
郷
病

院
の
指
定
管
理
受
け
入
れ
や
組

織
拡
大
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

（
８
月
特
別
号
に
掲
載
）。

　
秋
田
で
は
、「
３
悪
（
夜
勤
・

休
日
・
時
間
外
）」
の
改
善
を

め
ざ
し
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導

入
を
要
求
し
、「
出
退
勤
カ
ー

ド
」
を
導
入
さ
せ
、
一
歩
前
進

さ
せ
た
こ
と
。

　
栃
木
は
、
今
春
闘
で
再
度
定

昇
を
停
止
さ
れ
な
が
ら
一
方
的

な
賃
金
表
変
更
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
労
働
委
員
会
へ
救
済
申
し

立
て
を
行
う
と
報
告
。

　
富
山
は
、
機
能
評
価
を
め
ぐ

り
、
人
事
考
課
制
度
は
導
入
し

た
も
の
の
賃
金
反
映
さ
せ
な
い

協
定
を
獲
得
。
ま
た
他
県
の
経

験
に
学
び
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
「
権
利
手
帳
」
の
発
行
に
取

り
組
ん
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

　
愛
知
で
は
、
都
市
部
と
へ
き

地
で
の
収
益
格
差
か
ら
一
時
金

の
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、
職

員
の
モ
ラ
ー
ル
問
題
に
つ
な
が

る
と
し
て
協
議
を
続
け
て
い
る

こ
と
、
定
年
延
長
に
伴
う
賃
金

カ
ー
ブ
の
見
直
し
提
案
や
看
護

師
確
保
の
課
題
で
発
言
。

　
長
野
で
も
新
人
事
制
度
の
提

案
へ
の
対
応
や
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
、
来
年
の
Ｋ‚
ｓ 

ｓ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
へ
の
成
功
に
向
け
て

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
茨
城
の
時
間
外
管

多
彩
な
活
動
を
報
告
し
た

専
門
部
の
取
り
組
み

多
彩
な
活
動
を
報
告
し
た

専
門
部
の
取
り
組
み

理
や
看
護
師
の
労
働
環
境
改
善
、

一
時
金
一
律
支
給
の
た
た
か
い
、

徳
島
の
秋
闘
〜
春
闘
で
の
要
求

獲
得
の
経
験
、
三
重
の
３
年
ぶ

り
の
組
合
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
８
月
特

別
号
に
詳
細
を
掲
載
）。

地
域
と
つ
な
が
り

　
　
医
療
機
関
を
守
れ
！

地
域
と
つ
な
が
り

　
　
医
療
機
関
を
守
れ
！

抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
を
行
う
棚
谷
貢
さ
ん

来年の岐阜清流国体のゆるキャラ・ミナモちゃんも登場

今回初めて行った「機関紙掲示コーナー」

揃いのポロシャツで大会を支えた岐阜のスタッフたち。

（3） 2011年９月20日 第380号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2011年９月20日 第380号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　
調
剤
室
の
現
場
で
は
、

次
々
と
発
行
さ
れ
る
処

方
箋
に
応
じ
て
、
分
包

器
な
ど
へ
の
デ
ー
タ
入

力
や
様
々
な
薬
剤
の

セ
ッ
ト
、
チ
ェ
ッ
ク
と
、

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
せ
わ
し
く
動

き
回
り
な
が
ら
も
、
連
携
し
て
て

き
ぱ
き
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま

す
。

薬
剤
師
確
保
に
苦
労

　
い
ま
薬
学
部
が
６
年
制
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
２
年
間
新
卒
採
用
が
な
く
、
道
全
体
で

人
員
確
保
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
連
は
転
勤
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
嫌

う
人
も
多
い
の
で
す
が
、
逆
に
希
望
し
て
他

県
か
ら
来
る
人
も
い
ま
す
。
う
ち
の
病
院
で

は
、
遠
軽
出
身
の
ス
タ
ッ
フ
は
１
名
だ
け
で
、

後
は
道
内
各
地
や
名
古
屋
・
神
戸
の
人
も
い

ま
す
。

　
以
前
は
調
剤
薬
局
へ
の
就
職
が
好
ま
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
北
海
道
厚
生
連
も
賃
金

体
系
を
改
め
、
若
い
薬
剤
師
に
魅
力
あ
る
賃

金
と
労
働
環
境
を
提
供
す
べ
く
労
使
と
も
ど

も
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

質
と
安
全
の
向
上
め
ざ
し

　
北
海
道
厚
生
連
と
し
て
も
、
職
能
別
研
修
、

職
種
別
研
修
は
充
実
し
て
い
て
、
年
数
回
、

札
幌
ま
で
出
か
け
て
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
技
能

向
上
を
目
指
し
て
ま
す
。

　
薬
剤
師
会
の
研
修
・
学
会
に
も
積
極
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
し
、
遠
紋
地
区
病
院
薬
剤

師
会
と
し
て
も
年
３
回
の
研
修
会
や
講
演
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
専
門
薬
剤
師
や
栄
養
サ
ポ
ー
ト
専
門

療
法
士
の
資
格
を
持
っ
た
薬
剤
師
も
お
り
、

積
極
的
に
資
格
取
得
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
や
維
持
の
た
め
の
研
修
費
用
は

病
院
が
負
担
す
る
よ
う
に
し
、
仕
事
の
質
の

向
上
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
げ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
以
前
は
病
棟
看
護
師
も
一
部
行
っ
て

い
た
抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
は
、
２
年
前

か
ら
全
て
薬
剤
部
が
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
抗
が
ん
剤
の
曝
露
と
い
う
安
全
の
問

題
と
な
れ
な
い
看
護
師
が
や
る
こ
と
で
の
調

剤
ミ
ス
を
な
く
す
こ
と
で
、
薬
剤
の
廃
棄
ロ

ス
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
抗
が
ん
剤
は
高
い

物
で
、
１
回
の
処
方
で
30
万
円
も
し
ま
す
か

ら
、
こ
の
点
に
よ
る
経
営
改
善
に
も
多
い
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

遠
軽
厚
生
病
院
の
魅
力
は

　
遠
軽
は
自
然
が
豊
富
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
派

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
環
境
で
す
。

　
ま
た
病
院
に
は
い
く
つ
も
の
ク
ラ
ブ
も

あ
っ
て
、
組
合
員
は
好
き
な
ク
ラ
ブ
に
入
部

し
、
職
員
間
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。。

　
薬
剤
部
の
人
数
も
そ
う
多
く
な
い
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
間
の
関
係
も
よ
く
、
飲
み
会
や
打

ち
上
げ
な
ど
を
企
画
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
８
月
に
は
都
合
２
度
の
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
を
や
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
一
丸
で
へ
き
地
医
療
の
充

実
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
薬
剤
師
の
お
仕
事
」
を
探
り
に

遠
く
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
・
遠
軽
厚
生
病
院

に
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
全
厚
労
・

元
中
央
副
執
行
委
員
長
の
柴
波
明
男
さ
ん
が
、

薬
局
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

行
き
帰
り
に
ほ
ぼ
１
日
か
か
る
大
仕
事
で
し

た
。

遠
軽
厚
生
病
院
の
特
長

　
遠
軽
厚
生
病
院
は
、
遠
紋
（
遠
軽
・
紋
別
）

地
区
の
基
幹
病
院
で
、
遠
軽
町
の
人
口
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
で
す
が
、
医
療
圏
は
広
く

対
象
の
住
民
も
10
万
人
、
受
診
に
も
車
で
１

時
間
以
上
か
か
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
責
任
を
持
っ
て
へ
き
地
地
域

医
療
を
支
え
る
た
め
に
、
薬
局
は
院
内
処
方

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
海
道
内
の
厚

生
連
病
院
す
べ
て
が
そ
う
し
て
い
て
、
例
外

は
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
だ
け
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
薬
剤
師
が
14
名
、
助
手
が
６

名
、
薬
剤
師
は
現
在
１
名
欠
員
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
調
剤

　
調
剤
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
、
エ
ラ
ー
の

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
方
箋

は
す
べ
て
バ
ー
コ
ー
ド
処
理
さ
れ
て
、
薬
剤

名
も
複
数
の
規
格
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

用
量
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
標
準
量
よ
り

少
な
い
薬
剤
は
「
青
色
」、
多
い
量
の
も
の

は
「
赤
色
」
で
記
載
さ
れ
て
い
て
、
チ
ェ
ッ

ク
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
（
８
月
末
）
の
外
来
患
者
は
、

１
日
９
０
０
名
程
で
農
繁
期
で
あ
る
夏
〜

秋
に
か
け
て
は
少
な
く
、
冬
に
入
る
と
１

２
０
０
名
程
に
ま
で
増
え
ま
す
。

薬
剤
師
の
お
仕
事

薬
剤
師
の
お
仕
事

JA遠軽厚生病院
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ご
と
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検
隊

お
し
ご
と
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検
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お
し
ご
と
探
検
隊
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北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

薬剤師薬剤師薬剤師 普
段
交
流
の
な
い
病
棟
、
あ
の
職
場
に
も
組
合
の
仲
間
が
働
い
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、
想
い
や
願
い
が
見
え
て
き
ま
す
。

全
厚
労
教
宣
部
員
が
隔
月
で
職
場
訪
問
を
し
て
い
き
ま
す
。

　昭和17年に北紋医療利用組合連合会遠軽久
美愛病院として開設されたのが始まり。現在の
建物は、1992年に建てられた。一般病床285床、
療養50床などの遠紋地区のセンター病院で、
広く道東・道北地区の医療も担っています。

調剤部でテキパキと働くスタッフたち

　「調剤、医薬品の供給その他薬事衛生を
つかさどることによって、公衆衛生の向上
及び増進に寄与し、もって国民の健康な生
活を確保する」高度専門職業人です（薬剤
師法第一条）。現在日本でこの資格を得る
には６年制の薬学部を卒業後、薬剤師国家
試験に合格しなければなりません。
　医師、歯科医師、獣医師が作成した処方
箋をもとに調剤をすることができます。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 妊娠中に医師から通勤緩和の指示を受けたので
すが自家用車での通勤でも対象になりますか？

○
AAA

　
健
康
な
人
で

も
ス
ト
レ
ス
の

大
き
い
渋
滞
し

た
道
路
で
の
運
転
や
、
満
員
の
電
車

や
バ
ス
で
の
通
勤
は
、
つ
わ
り
の
悪

化
や
流
産
・
早
産
等
に
つ
な
が
る
大

き
な
リ
ス
ク
に
な
る
も
の
で
す
。

　
使
用
者
は
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者

か
ら
医
師
等
か
ら
の
指
導
を
受
け
た

と
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
勤
務
時

間
の
変
更
、
勤
務
の
軽
減
等
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
１３
条
）。

　
必
要
な
措
置
と
し
て
通
勤
の
緩
和
、

休
憩
に
関
す
る
措
置
、
出
産
後
の
症

状
に
関
す
る
措
置
の
三
つ
の
事
項
に

つ
い
て
指
針
（
労
働
省
告
示
1
0
5

号
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
通
勤
の

緩
和
に
つ
い
て
は
交
通
機
関
（
電
車
、

バ
ス
等
の
公
共
機
関
の
他
、
自
家
用

車
も
含
ま
れ
る
）
の
混
雑
に
よ
る
母

体
及
び
胎
児
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
「
通
勤
緩
和
が
必
要
で

あ
る
」
と
指
導
が
な
い
場
合
で
も
女

性
労
働
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
使
用
者
は
担
当
す
る
医
師
と
連

絡
を
と
り
、
そ
の
判
断
を
求
め
る
等

適
切
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

病棟で服薬指導を行う田畑裕和さん

2
0
1
1
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

2
0
1
1
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

姉
崎
　
雅
和
（
再
・
静
　
岡
）

渡
邉
　
守
　
（
再
・
愛
　
知
）

西
田
　
知
弘
（
新
・
岐
　
阜
）

畑
中
　
剛
喜
（
新
・
三
　
重
）

富
永
み
ち
子
（
再
・
吉
　
田
）

長
岡
久
美
子
（
新
・
山
　
口
）

元
木
　
正
広
（
再
・
香
　
川
）

白
濱
　
勉
　
（
再
・
徳
　
島
）

田
中
美
菜
子
（
新
・
高
　
知
）

中
野
　
綾
　
（
再
・
大
　
分
）

●
会
計
監
査

中
川
　
健
　
（
再
・
富
　
山
）

吉
田
　
英
紀
（
新
・
三
　
重
）

西
原
　
寛
之
（
再
・
山
　
口
）

●
書
記
次
長

廣
瀬
　
大
輔
（
新
　
潟
）

●
中
央
執
行
委
員

櫻
井
　
雅
博
（
茨
　
城
）

岡
村
　
秀
人
（
岐
　
阜
）

松
井
　
哲
也
（
三
　
重
）

荒
田
　
克
昭
（
山
　
口
）

町
田
　
歩
　
（
高
　
知
）

●
会
計
監
査

伊
藤
　
道
廣
（
岐
　
阜
）

●
中
央
執
行
委
員
長

渡
辺
　
一
信
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

島
崎
　
洋
　
（
再
・
北
海
道
）

寒
川
井
光
雄
（
再
・
秋
　
田
）

佐
藤
　
順
子
（
再
・
新
　
潟
）

折
笠
由
美
子
（
再
・
福
　
島
）

岡
部
　
義
秀
（
再
・
神
奈
川
）

伊
藤
　
岩
吉
（
再
・
三
　
重
）

竹
田
　
明
夫
（
再
・
山
　
口
）

●
書
記
長

松
尾
　
晃
　
（
再
・
本
　
部
）

●
書
記
次
長

和
田
　
祐
輔
（
新
・
新
　
潟
）

小
林
　
吟
子
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

枝
松
　
広
祐
（
新
・
北
海
道
）

佐
々
木
　
剛
（
再
・
秋
　
田
）

長
谷
部
　
猛
（
再
・
福
　
島
）

南
部
　
重
一
（
再
・
富
　
山
）

中
村
　
敦
　
（
新
・
茨
　
城
）

竹
澤
　
昭
　
（
再
・
栃
　
木
）

小
野
寺
　
誠
（
再
・
埼
　
玉
）

大
塚
　
温
　
（
再
・
神
奈
川
）

新
年
度
の
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

●全国組合

全医労 全日赤 健保労組
全労災 国共病組 公共労

●都道府県医労連

北海道 秋田県 福島県
山形県 新潟県 富山県
長野県 茨城県 栃木県
埼玉県 神奈川県 東京
静岡県 愛知県 岐阜県
三重県 大阪 島根県
広島県 山口県 香川県
徳島県 高知県 大分県

●その他の労組・友誼団体

全労連 国公労連 建交労
特殊法人労連 全教 民放労連
航空労組連絡会 キャビンクルーユニオン
全農協労連 農民連
日本原水協 日本平和委員会
全国革新懇 国民医療研究所
労働者教育協会 日本国民救援会
日本中国友好協会                    （順不同）

タ
テ
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
と

５
局
長
通
知
等
を
活
用
し
て

タ
テ
ヨ
コ
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つ
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が
り
と

５
局
長
通
知
等
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活
用
し
て

働
く
ル
ー
ル
守
り

　
　
　
労
働
条
件
向
上
へ

働
く
ル
ー
ル
守
り

　
　
　
労
働
条
件
向
上
へ

　
討
論
の
ま
と
め
を
行
っ
た
松

尾
書
記
長
は
、「
全
体
の
発
言

を
通
し
て
、『
つ
な
が
り
』
の

重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

地
域
住
民
、
行

政
や
労
組
の
垣

根
を
越
え
た
つ

な
が
り
や
職
場

の
働
く
も
の
同

士
の
ヨ
コ
の
つ

な
が
り
、
ま
た

全
厚
労
や
産
別

な
ど
タ
テ
の
つ

な
が
り
が
大
切

に
な
っ
て
い

る
。
５
局
長
通

知
な
ど
私
達
が

得
た
『
武
器
』

を
活
用
し
て
、

職
場
の
労
働
条
件
改
善
、
地
域

医
療
の
充
実
め
ざ
し
て
旺
盛
に

活
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
初
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
主

体
の
報
告
・
討
論
を
取
り
入
れ
、
５
つ
の
専
門
部
と
長
野

県
か
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
討
論
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
方
式
で
の
専
門
部

報
告
は
、
参
加
者
に
も
そ
の
取

り
組
み
が
良
く
分
か
る
も
の
で

し
た
。

　
女
性
委
員
会
は
、「
憲
法
と

平
和
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た

東
京
・
浅
草
で
の
女
性
集
会
の

様
子
を
映
像
で
報
告
、「
戦
争

は
二
度
と
体
験
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
決
意
し
、
職
場
に
伝
え

る
約
束
を
全
女
性
委
員
が
果
た

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
平
和
委
員
会
は
、
８
月
に
長

崎
で
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
参
加
し
て
撮
影
し
た
、

被
曝
し
頭
が
も
げ
た
石
像
や
原

爆
資
料
館
で
の
被
曝
の
実
相
を

伝
え
る
様
々
な
写
真
な
ど
を
、

次
々
と
映
し
出
し
な
が
ら
、
女

性
委
員
会
と
同
様
に
核
廃
絶
と

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
看
護
委
員
会
や
医
療
研
委
員

会
は
、
こ
の
秋
の
幹
部
・
看
護

師
集
会
（
香
川
・
琴
平
温
泉
）

や
医
療
研
集
会
（
秋
田
・
わ
ら

び
座
）
で
の
魅
力
を
伝
え
て
、

多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
青
年
委
員
会
は
、
２
回
の
労

働
学
校
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
「
模
擬
団
交
」
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
、
来
年
の
長
野
で
開

催
す
る
Ｋ‚
ｓ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
成

功
へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
を
守
る
課
題
で
は
、

秋
田
か
ら
は
、
湖
東
総
合
病
院

の
状
況
を
発
言
。
昨
年
か
ら
全

病
棟
休
止
の
状
態
が
続
い
て
い

た
が
、
医
師
確
保
の
目
処
が
立

っ
た
と
し
て
、
来
年
度
改
築
へ

の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
は
、
佐
久
地
域
で
の

「
地
域
医
療
懇
話
会
」
の
取
り

組
み
を
報
告
。
労
組
の
垣
根
を

越
え
、他
病
院
の
労
組
、管
理
者
、

行
政
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
シ

ン
ポ
等
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
院
が
地
域
に
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
共
通

認
識
に
し
た
と
発
言
。

　
福
島
は
、
震
災
後
の
自
粛
ム

ー
ド
を
は
ね
の
け
、
元

気
が
出
る
活
動
を
、
と

集
会
等
も
行
う
と
と
も

に
、
地
域
・
患
者
向
け

の
機
関
紙
を
発
行
し
た

り
、
住
民
の
声
を
聞
き

取
り
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
も
行
っ
た
り
と
旺

盛
に
活
動
し
て
い
る
と

元
気
に
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
栃
木
・
下
都
賀
総

合
病
院
と
民
間
・
医
師
会
病
院

と
の
統
廃
合
と
「
住
民
の
会
」

の
運
動
、
新
潟
で
の
水
原
郷
病

院
の
指
定
管
理
受
け
入
れ
や
組

織
拡
大
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

（
８
月
特
別
号
に
掲
載
）。

　
秋
田
で
は
、「
３
悪
（
夜
勤
・

休
日
・
時
間
外
）」
の
改
善
を

め
ざ
し
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導

入
を
要
求
し
、「
出
退
勤
カ
ー

ド
」
を
導
入
さ
せ
、
一
歩
前
進

さ
せ
た
こ
と
。

　
栃
木
は
、
今
春
闘
で
再
度
定

昇
を
停
止
さ
れ
な
が
ら
一
方
的

な
賃
金
表
変
更
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
労
働
委
員
会
へ
救
済
申
し

立
て
を
行
う
と
報
告
。

　
富
山
は
、
機
能
評
価
を
め
ぐ

り
、
人
事
考
課
制
度
は
導
入
し

た
も
の
の
賃
金
反
映
さ
せ
な
い

協
定
を
獲
得
。
ま
た
他
県
の
経

験
に
学
び
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
「
権
利
手
帳
」
の
発
行
に
取

り
組
ん
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

　
愛
知
で
は
、
都
市
部
と
へ
き

地
で
の
収
益
格
差
か
ら
一
時
金

の
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、
職

員
の
モ
ラ
ー
ル
問
題
に
つ
な
が

る
と
し
て
協
議
を
続
け
て
い
る

こ
と
、
定
年
延
長
に
伴
う
賃
金

カ
ー
ブ
の
見
直
し
提
案
や
看
護

師
確
保
の
課
題
で
発
言
。

　
長
野
で
も
新
人
事
制
度
の
提

案
へ
の
対
応
や
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
、
来
年
の
Ｋ‚
ｓ 

ｓ
ｔ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
へ
の
成
功
に
向
け
て

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
茨
城
の
時
間
外
管

多
彩
な
活
動
を
報
告
し
た

専
門
部
の
取
り
組
み

多
彩
な
活
動
を
報
告
し
た

専
門
部
の
取
り
組
み

理
や
看
護
師
の
労
働
環
境
改
善
、

一
時
金
一
律
支
給
の
た
た
か
い
、

徳
島
の
秋
闘
〜
春
闘
で
の
要
求

獲
得
の
経
験
、
三
重
の
３
年
ぶ

り
の
組
合
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
８
月
特

別
号
に
詳
細
を
掲
載
）。

地
域
と
つ
な
が
り

　
　
医
療
機
関
を
守
れ
！

地
域
と
つ
な
が
り

　
　
医
療
機
関
を
守
れ
！

抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
を
行
う
棚
谷
貢
さ
ん

来年の岐阜清流国体のゆるキャラ・ミナモちゃんも登場

今回初めて行った「機関紙掲示コーナー」

揃いのポロシャツで大会を支えた岐阜のスタッフたち。
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が
、安
く
な
っ
た
掛
金
の
分
、

慶
弔
共
済
を
厚
く
し
て
い
た

た
め
、
結
婚
祝
い
金
が
８
千

円
か
ら
１
万
６
千
円
に
、
出

産
祝
い
金
が
３
千
円
か
ら
６

千
円
へ
と
倍
額
に
な
り
組
合

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
好
評
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　
全
労
済
の
時
は
担
当
者
が

い
ら
し
て
い
ま
し
た
が
医
労

連
共
済
で
は
書
類
作
成
が
新

た
に
必
要
に
な
り
戸
惑
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
わ
か
ら
な

い
事
な
ど
は
電
話
で
丁
寧
に

対
応
し
て
頂
き
、
今
で
も

困
っ
た
時
は
す
ぐ
電
話
で
相

談
し
て
い
ま
す
。

大分県厚生連労組大分県厚生連労組

全労済　医労連共済全労済　医労連共済全労済　医労連共済
掛金は安く給付は増えた！

　
大
厚
労
で
は
２
０
０
９
年

８
月
に
そ
れ
ま
で
利
用
し
て

い
た
全
労
済
か
ら
、
日
本
医

労
連
共
済
に
掛
け
替
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
掛
け
替
え
に
あ
た
っ
て
掛

け
金
や
保
障
を
比
べ
る
と
、

保
障
内
容
は
同
程
度
に
も
関

わ
ら
ず
、
掛
け
金
が
全
労
済

の
時
は
県
民
共
済
と
合
わ
せ

て
約
１
２
０
０
円
で
し
た

が
、
医
労
連
共
済
で
は
慶
弔

共
済
を
厚
く
し
て
も
９
０
０

円
と
充
実
さ
せ
て
い
る
の
に

安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
実
績
で
は
前
年
と
給

付
内
容
に
差
が
あ
る
た
め
単

純
に
は
比
較
で
き
ま
せ
ん

締め切り：2011年10月20日消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷1－9－5－6F　全厚労ニュース係

当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
7
月
号
の
答
え
：
セ
ツ
デ
ン
ノ
ナ
ツ
）

慶
弔
共
済

大分県厚生連労働組合の共済給付請求実績

共
済

入院・手術
（交通事故）
入院・休業
（病気・ケガ）
結婚祝い金
出産祝い金
入学祝金

（小・中学校）
卒業祝金
死亡慶弔金

434,000円／3件

106,000円／4件

14,000円／6件
24,000円／3件

24,000円／8件

38,000円／19件
設定なし

3,000円／1件

給付対象なし

106,000円／4件

224,000円／8件
65,000円／8件

96,000円／6件

84,000円／14件
135,000円／27件

25,000円／5件

給付対象なし

給付内容 全労済＋県民共済
（08年8月～09年7月）

医労連共済
（09年8月～10年7月）

　
模
擬
団
交
の
記
事
、
興
味
深
く

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
の
よ

う
な
一
組
合
員
は
団
交
の
様
子
を

な
か
な
か
知
る
機
会
が
無
い
の
で

中
央
闘
争
委
員
の
方
々
が
真
剣
に

会
側
と
闘
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
も
っ
と
活
動
に
参
加

し
、
中
央
闘
争
委
員
の
方
々
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
か
な
く
て
は
と

改
め
て
思
い
ま
し
た      

（
富
山
）

　「
経
営
Ｖ
Ｓ
労
組
」
読
み
ま
し

た
。
労
組
は
ほ
ん
と
に
頑
張
っ
て

い
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
私

も
頑
張
り
ま
す            

（
静
岡
）

　
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
始
ま
り

ま
し
た
。
世
の
中
の
流
れ
だ
と
思

い
流
れ
に
乗
る
し
か
な
い
で
す
が

流
さ
れ
そ
う
で
す
。
患
者
さ
ん
へ

の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の

無
い
よ
う
に
接
遇
に
気
を
つ
け
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
秋
田
）

　
わ
が
家
の
7
月
の
電
気
使
用
量

が
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
30
％
で
し

た
。
有
限
で
有
る
こ
と
、
大
切
に

し
た
い
と
思
う
こ
と
を
意
識
す
る

だ
け
で
も
ず
い
ぶ
ん
と
地
球
に
優

し
い
の
だ
な
ぁ
と
驚
か
さ
れ
ま
し

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
）

　
大
震
災
か
ら
半
年
近
く
経
と
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
ま
だ
余
震
も

あ
る
中
で
色
々
不
安
を
抱
え
て
の

節
電
は
大
変
で
し
た
。
病
院
に
い

な
が
ら
患
者
さ
ん
も
汗
を
か
き
、

ぐ
っ
た
り
し
て
夜
を
過
ご
さ
れ
て

い
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

し
か
し
み
な
さ
ん
も
文
句
も
言
わ

ず
〝
大
変
だ
ね
〞
と
声
を
か
け
て

く
れ
、
時
に
は
う
ち
わ
で
あ
お
い

で
く
れ
た
り
と
本
当
に
人
の
優
し

さ
に
あ
ふ
れ
る
事
も
で
き
た
身
も

心
も
熱
い
夏
で
し
た      

（
福
島
）

　
7
月
号
に
高
岡
支
部
の
院
内
大

運
動
会
が
載
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。「
執
行
部
男
性
陣
の

女
装
」
素
敵
な
笑
顔
で
頑
張
ろ

う
！！           

　
　
　
　 

（
富
山
）

吉田　梶谷真也さん

北海道　宮川健太さん

　梶谷真也さんを紹介します。薬剤師さん
で、写真でみられるように、ナイーブでや
さしさがにじみ出ていると思いませんか？
組合の頼みごとをすると、ちょっとハニカ
ミながらも、時間の余裕があれば聞いてく
れて頼もしい存在です。薬剤師の仕事も同
じで、やさしく患者さんに対応して慕われ
ています。
　そして、ケーキづくりが得意で、一度食
べさせて貰いましたが、ホッペが落ち
るくらい美味しかったです。全厚労の組合員のみなさん
にたべて貰えないのが残念ですね。
　もし、全厚労の会議などで見かけたら、レシピを聞い
てお近づきになってはいかがでしょうか？

　北海道からは、小学校から続けている
バスケではインターハイ出場経験がある
というスポーツが大好き宮川健太書記長
を紹介します。
　今年の３月に網走厚生病院から厚生連本
部：総務人事部総務課に転勤したばかりで
すが、本会業務と組合業務をスポーツマン
精神とさわやかな笑顔でテキパキとこなし
ています。
　３年間の中央執行委員の経験を活かしな

がら、本部役員（お兄さんやお姉さん）の温かい眼差しの
中できっと存在感のある書記長になることでしょう。
　願わくば、早くお嫁さんを…。（余計なお話かも）

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第55回は北海道・吉田にお願い
をしました。

吉田　梶谷真也さん

北海道　宮川健太さん
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